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ICR2025 観戦ガイド 男子選手権の部

第１中間

第２中間

第３中間

Length : 6.0-6.1km

Climb : 365-375m

エントリーリスト

スタート
フラッグ
進行方向

選手権クラス
ビジュアル後
進行方向

ビジュアル前・
最終コントロール

観戦エリア

選手権クラス
待機所

―MER - a
―MER - b
―MER - c

本コース最長のレッグ。レッグ東方の尾根線を使う
プランと西方の道を使うプランの２種類が考えられる。
東ルートはナビゲーション負荷や起伏を考えるとや

や不利か。
西ルートは道に乗るまでの区間で小径を乗り継ぐ緑

と、４番コントロール方向に戻り沢を下る赤が考えら
れる。
緑ルートは距離・登高ともに優れる。シンプリファ

イをしてスピードを上げられると速いだろう。
赤ルートがナビゲーション負荷の低さと走りやすさ

から最も有利と想定している。出戻る方向の脱出で見
えづらいが冷静に見極められるか注目だ。

尾根線をたどる赤ルートが主力となる。下り基調で
上手く走れればとても爽快なレッグだ。反面スピード
が出てしまう中でナビゲーションを維持する必要があ
り、「ハイリスク・ハイリターン」とも言える。
そのため状況によっては-距離は膨らんでしまうが-

東西の道を使う青・緑ルートの採用も考えられる。
ルートチョイスに選手の戦略が垣間見えるかもしれな
い。
直後の道走りレッグと合わせて、選手の特性によっ

て順位の変動が起こりそうな区間である。
大会マスコット

伊賀野こんぱすのすけ

５ →６

10→11

コメント・観戦ガイド作成：祖父江有祐（リレーコースプランナー）
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第１中間

第２中間

Length : 3.7-3.8km

Climb : 210-220m

スタート
フラッグ
進行方向

選手権クラス
ビジュアル後
進行方向

ビジュアル前・
最終コントロール

観戦エリア

選手権クラス
待機所

―WER - a
―WER - b
―WER - c

中盤のパターン振りのあるレッグ。起伏が少なく走
りやすいためスピードが求められる。
基本は尾根たどりだが、B・Cパターンは尾根線から

一段低い位置に４番コントロールが置かれている。人
につられず、適切なタイミングで尾根線から外れたい。
余計な減速を避けつつも正確にアタックができるかが
問われる。
Aパターンのみ尾根線をたどっていれば自然とコント

ロールに到達できるよう設定している。1番コントロー
ルがやや不利なパターンだが、仮に遅れを取ったとし
てもこのレッグで逆転が狙えるだろう。アタックが容
易な分、自信をもってスピードを上げて走りたい。

第１中間-第２中間の間、南側の山塊を通る区間。男
子選手権とほとんど同じ回し（6番コントロールの位置
のみ若干異なる）となっており、女子クラスの後半に
しては負荷が高めと言える。
会場通過後の残り区間は短いため、9番コントロール

時点の位置取りが戦局を大きく左右するだろう。疲労
も出てくる後半のこのエリア。各レッグの難易度は低
めだがアップダウンに富んだ回しとなっている。意地
の見せ所だ。

ICR2025 観戦ガイド 女子選手権の部

大会マスコット
伊賀野こんぱすのすけ

３ →４

６ →９

予想中間通過タイム

会場レイアウト図

注目レッグ紹介

男子選手権コース図

エントリーリスト

コメント・観戦ガイド作成：祖父江有祐（リレーコースプランナー）
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